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２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
変
更
後
の
第
四
十
四
条
の

三
第
一
項
の
図
面
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
百
条
の
四
第
三
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
が
許
可
証
の
記
載
事
項
に
該

当
す
る
場
合
は
、
当
該
届
出
の
際
に
、
許
可
証
を
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
に
提
出
し
、
変
更
後
の
事

項
を
記
載
し
た
許
可
証
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
探
査
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
及
び
分
割
の
承
認
の
申
請
）

第
四
十
四
条
の
十
二

法
第
百
条
の
八
第
一
項
の
合
併
又
は
分
割
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
四
十
一

に
よ
る
合
併
承
認
申
請
書
又
は
様
式
四
十
二
に
よ
る
分
割
承
認
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
え
て
、
経
済

産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

合
併
契
約
書
又
は
分
割
計
画
書
若
し
く
は
分
割
契
約
書
の
写
し

二

申
請
者
が
法
第
百
条
の
三
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

２

法
第
百
条
の
八
第
一
項
の
合
併
又
は
分
割
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
申
請
の
際
に
、
許
可
証
を

経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
に
提
出
し
、
変
更
後
の
事
項
を
記
載
し
た
許
可
証
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
探
査
の
許
可
を
受
け
た
者
の
相
続
の
承
認
の
申
請
）

第
四
十
四
条
の
十
三

法
第
百
条
の
九
第
一
項
の
相
続
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
四
十
三
に
よ
る
申

請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

戸
籍
謄
本

二

相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
探
査
の
事
業
を
承
継
す
べ
き
相
続
人

と
し
て
選
定
さ
れ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
全
員
の
同
意
書

三

申
請
者
が
法
第
百
条
の
三
第
二
号
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

２

法
第
百
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
相
続
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
申
請
の
際
に
、
許
可
証

を
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
に
提
出
し
、
変
更
後
の
事
項
を
記
載
し
た
許
可
証
の
交
付
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
探
査
の
結
果
の
報
告
）

第
四
十
四
条
の
十
四

法
第
百
条
の
十
一
に
規
定
す
る
報
告
は
、
様
式
第
四
十
四
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

書
面
及
び
デ
ー
タ
（
探
査
に
お
い
て
得
ら
れ
た
地
質
構
造
等
の
調
査
の
結
果
（
解
析
結
果
も
含
む
。）及
び
そ
の
記

録
）
を
記
録
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
、
磁
気
テ
ー
プ
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
添
え
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

一

探
査
の
信
頼
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
疑
い
の
あ
る
事
項

二

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
、「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
、「
な

ら
び
に
」
を
「
並
び
に
」
に
、「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
」
に
改
め
、
同
項
第
一

号
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中「
お

よ
び
」
を
「
及
び
」
に
、「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
、「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
、「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」に
、

「
な
ら
び
に
」
を
「
並
び
に
」
に
、「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
」
に
改
め
、
同
項

第
一
号
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中「
ま
た
は
」

を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」に
改
め
、

同
項
第
六
号
中
「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
、「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
、「
な
ら
び
に
」
を
「
並
び
に
」に
、

「
採
掘
権
者
」
を
「
一
般
採
掘
権
者
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
お
よ
び
」
を
「
及

び
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
採
掘
権
者
」
を
「
一
般
採
掘
権
者
」
に
、「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
お
よ
び
」

を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中「
当
該
採
掘
権
お
よ
び
」

を
「
当
該
一
般
採
掘
権
及
び
」
に
、「
の
採
掘
権
」
を
「
の
一
般
採
掘
権
」
に
改
め
、同
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中「
お

よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
採
掘
権
者
な
ら
び
に
当
該
採
掘
権
お
よ
び
」
を
「
一
般
採
掘
権
者

並
び
に
当
該
一
般
採
掘
権
及
び
」
に
、「
採
掘
権
の
」
を
「
一
般
採
掘
権
の
」
に
、「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

及
び
第
二
号
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
法
第
百
七
十
一
条
又
は
法
第
四
十
条
第
一
項
」
を
「
法
第
百
二
十
六
条
又
は
法
第
三
十

四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
中
「
第
百
七
十
一
条
」
を
「
第
百
二
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
審
査
請
求
の
場
合
」
を
「
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
の
場
合
」
に
、「
そ
の
代
理
人
に

審
査
請
求
」
を
「
異
議
申
立
人
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
代
理
人
に
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
審
査
請
求
に
」
を
「
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
」
に
、「
そ
の
代
理
人
」
を
「
異
議
申
立
人
若
し
く
は
こ

れ
ら
の
代
理
人
」
に
改
め
、「
審
査
請
求
書
」
の
下
に
「
又
は
異
議
申
立
書
」
を
加
え
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
第
百
八
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
条
第
一
項
」
に
、「
左
に
」
を「
次
に
」に
、「
経

済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
ま
た
は
」
を

「
又
は
」
に
、「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号

中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済

産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
」
に
、「
な
ら
び
に
」
を
「
並
び
に
」
に
、「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
滞
納
金
の
額
の
算
定
に
関
す
る
特
例
）

第
五
十
七
条
の
二

法
第
百
四
十
三
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
に

よ
り
納
期
限
ま
で
に
負
担
金
を
納
付
で
き
な
い
と
き
と
す
る
。

第
五
十
八
条
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
表
中
「
第
二
十
七
条
の
二
」
を
「
第
二
十
七
条
の
三
」
に
、「
第
二
十
七
条
の
三
」
を

「
第
二
十
七
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
法
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
法
第
三
十

条
第
二
項
、
法
第
三
十
九
条
第
四
項
、
法
第
四
十
一
条
第
四
項
、
法
第
四
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号

中
「
第
十
一
条
第
一
項
（
」
の
下
に
「
第
二
十
二
条
の
六
、」を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
七
条
」
を
「
第
三

十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
の
六
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業

局
長
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
中
「
第
百
九
十
条
第
二
項
」
を
「
第
百
四
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
六
十
一
条

法
第
十
九
条
、
法
第
三
十
八
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
七
項
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二

項
、
法
第
四
十
条
（
第
六
項
及
び
第
八
項
を
除
く
。）、
法
第
四
十
一
条
（
第
四
項
を
除
く
。）、法
第
四
十
三
条（
第

四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。）、
法
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
法
第
五
十
一
条
の
二（
第
四
項
を
除
く
。）、

法
第
五
十
一
条
の
三
、
法
第
五
十
二
条
、
法
第
五
十
三
条
、
法
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
、
法
第
五
十
四
条
、
法

第
五
十
五
条
、
法
第
五
十
六
条
第
一
項
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
、
法
第
五
十
八
条
、
法
第
六
十
一
条
、
法
第
六

十
二
条
（
第
一
項
を
除
く
。）、
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第

三
項
、
法
第
六
十
六
条
第
四
項
、
法
第
六
十
七
条
、
法
第
六
十
八
条
、
法
第
七
十
条
の
二
第
一
項
、
法
第
八
十
八

条
、
法
第
百
条
（
第
五
項
を
除
く
。）、
法
第
百
条
の
二
（
第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。）、
法
第
百
条
の
三
、
法

第
百
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
法
第
百
条
の
五
、
法
第
百
条
の
六
、
法
第
百
条
の
八
第
一
項
、
法
第
百
条
の

九
第
一
項
、
法
第
百
条
の
十
、
法
第
百
条
の
十
一
、
法
第
百
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
法
第
百
二
条
、
法
第
百

六
条
（
第
四
項
を
除
く
。）、
法
第
百
六
条
の
二
第
三
項
、
法
第
百
七
条
第
三
項
、
法
第
百
十
七
条
第
三
項
、
法
第

百
十
九
条
、
法
第
百
二
十
条
、
法
第
百
二
十
二
条
、
法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
、
法
第
百
二
十
四
条
第
一
項
、
法

第
百
三
十
七
条
、
法
第
百
三
十
八
条
、
法
第
百
三
十
九
条
、
法
第
百
四
十
条
第
一
項
、
法
第
百
四
十
一
条
、
法
第

百
四
十
二
条
、
法
第
百
四
十
三
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）並
び
に
法
第
百
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二

項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
は
、
鉱
区
等
の
区
域
（
法
第
三
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
法
第
四
十
条
第

三
項
若
し
く
は
第
七
項
又
は
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
定
さ
れ
る
鉱
区
等
の
区
域
で
あ
つ
て
、
そ

の
全
部
又
は
一
部
が
次
の
掲
げ
る
区
域
内
に
設
定
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長

が
行
う
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一

領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
領
海
又
は
内
水
（
内
水
面
を
除
く
。）

二

排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
排
他
的
経
済
水
域
に
係
る
海

域
及
び
同
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
大
陸
棚
に
係
る
海
域
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